
第２学年理科学習指導案 
 

日 時 平成１９年１０月２６日（金）５校時 第１理科室 
学 級 盛岡市立城西中学校２年１組 

（男子１７名 女子１７名 計３４名） 
指導者 水 尻   寛 

 
１ 単元名  
４ 化学変化と原子・分子 
教材名「第１章 物質の変化」（「新しい科学」 １分野下 東京書籍） 

 
２ 単元について 
（１）単元について 

本単元は，化学変化における物質の変化やその量的な関係を理解させるとともに，これ

らの事象を原子，分子のモデルで説明できる微視的な見方や考え方の基礎を養うことが主

なねらいである｡ 
このねらいは，学習指導要領の次の事項と関わる｡ 
〔第１分野〕２内容 

    （４）化学変化と原子，分子  
ア 物質の成り立ち 
（ア）物質を分解する実験を行い，分解して生成した物質から元の物質の成分が推

定できることを見いだすこと。 
科学的な事物や現象についての観察，実験を行い，観察，実験の技術を習得させ，観察，

実験の結果を考察して自らの考えを導き出し表現する能力を育てたい。また，身のまわりの

物質，化学変化と原子，分子物質と化学反応の利用などについて理解させ，これらの事象に

対する科学的な見方や考え方を養いたい。 
（２）教材について 

本単元は，１章 物質の変化，２章 物質どうしの化学変化からなり，化学変化につい

ての観察，実験を通して，化合，分解などにおける物質の変化やその量的な関係について

理解するとともに，これらの事象を原子，分子のモデルと関連付ける見方や考え方を養い，

物質の成り立ちや化学変化のしくみに対する興味関心を高めることをおもなねらいとして

いる。 
１章では，物質を分解する実験を行い，分解して生成した物質からもとの物質の成分が

推定できること，まったく異なる物質が生成したことを見いださせる。また，物質の究極

は原子，分子であることを知る手がかりとなる教材である。 
（３）生徒について 

生徒は，小学校４年生で水の状態変化について，小学校５年生で物の溶け方の規則性を，

小学校６年生で水溶液の性質や働き，燃焼の仕組みなどについて学習している。しかし，

日常体験から，物質の加熱による変化や燃焼などを「あたりまえのこと」としてとらえが

ちである。さらに，それを化学変化として体系的に捉えることができていない。また，化



学変化の量的な関係は，現象面の取り扱いに比べて関心が低く，技術の未熟さから効果的

な実験結果が得られず，意欲，関心が持続しない傾向にある。さらに，原子，分子につい

ては，周囲の情報から知識としては知っていても，これらを用いて化学変化を統一的に説

明するには，概念形成が十分であるとはいえない。 
本学級の生徒は，観察，実験に興味を持ち，意欲的に取り組んでいる。しかし，その目

的意識や，導き出される結果から筋道を立てて結論付けることが不足している。 
（４）指導の構想 

生徒は，中学１年生の「２ 身のまわりの物質」で気体の発生やその性質を調べる実験，

を学習している。それらをふまえ，身近な物質の変化から導入し，できるだけ多くの観察，

実験を行い，実験の基本的な操作技術を習得させるとともに，物質やその変化に対する興

味関心を高めるように工夫したい。そして，状態変化と化学変化の違いを比較させながら，

物質の分解から化学変化の基本的概念を学ばせたい。 
そのため，特に力を入れていきたいのは， 
【生徒の役割】 
①目的意識を持ち，観察，実験を行う。 
②実験の基本的な操作技術を身につける。 
③自分の考えを持つ。自分の考えを他に伝える。他の考えを認める。 
【教師の役割】 
①生徒の実態に応じた導入を工夫する。（事前調査） 
②生徒が安心して観察，実験ができる環境をつくる。（教材研究，机間指導） 
③生徒のひらめきやつぶやきを逃さず，生徒の考えを認める。（机間指導，全体指導） 

 
３ 教材の目標 
（１）分解の実験を行い，生成した物質からもとの物質が推定できることを見いだす。 
（２）分解の実験結果を例にして，状態変化と化学変化の違いを説明できる。 
（３）物質が何からできているかに興味を持ち，物質のつくりについて調べる。 
（４）原子，分子に関する基礎的な理解を深めるとともに，物質は化学式で表わせることを知

る。 
 
４ 教材の評価規準 

自然事象への 
関心・意欲・態度 

科学的な思考 観察，実験の 
技能・表現 

自然事象についての 
知識・理解 

物質を分解する実験

を進んで行い，分解し

て生成した物質から

もとの物質の成分を

推定しようとすると

ともに，それらの事象

を日常生活と関連づ

けて考察しようとす

る。 

分解して生成した物

質を調べる方法を考

えるなどして実験を

行い，その結果からも

との物質を推定する

ことができる。 
物質を構成している

粒子を原子や分子の

モデルを使って考察

することができる。 

分解して生成した物

質の性質を調べるた

めの実験器具を適切

に選択し，それらの基

礎操作を習得すると

ともに，生成した物質

の性質について自ら

の考えを導き出し，ノ

ートにまとめ，発表す

ることができる。 

観察，実験などを通し

て，物質は熱などによ

り分解すること，およ

び物質は原子や分子

からできており，原子

の記号で表せること

を理解し，知識を身に

つける。 



５ 教材の指導計画 
１章 物質の変化（９時間） 
第１節 カルメ焼きはなぜふくらむのか・・・３時間（本時３／３） 
第２節 物質はどこまで分解できるか・・・・２時間 
第３節 物質は何からできているか・・・・・１時間 
第４節 分子とは何か・・・・・・・・・・・１時間 
第５節 物質は記号でどう表されるのか・・・２時間 

 
６ 本時の指導 
（１）目標 
①酸化銀を分解し，生成した物質が何であるかを調べる。 
②生成した物質（銀，酸素）ともとの物質（酸化銀）との関係を説明できる。 
③実験結果から，分解について説明できる。 

（２）本時における【生徒の役割】【教師の役割】 
【生徒の役割】 
①なぜ，どうしてを大切にする。 
②考えを持ち，伝え，認める。 
③観察，実験のプロ（セミプロでもよい）になる。 
【教師の役割】 
①考えさせる場面をつくります。 
②すごく良い，良い，がんばれを言います。 
③実験のプロ（セミプロ）を育てます。 

（３）具体の評価基準 
 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する生徒への

手立て 
知

識

・

理

解 

熱分解の実験で，生成した物

質を調べる実験の結果から，

もとの物質の成分について

自分の考えを発表したり，記

述したりすることができる。 

熱分解の実験で，生成した物

質を調べる実験の結果から，

元の物質の成分を推定するこ

とができる。 

机間指導で考え方やポイン

ト，個別の励ましや良さを

認める支援を行う。 

技

能

・

表

現 

熱分解の実験で，生成した物

質を調べる実験を正しく行

い，その結果から，もとの物

質の成分について自分の考

えを加え，ノートにまとめる

ことができる。 

熱分解の実験で，生成した物

質を調べる実験を正しく行

い，ノートにまとめることが

できる。 

机間指導で正しい実験方法

やノートのまとめ方などを

個別に支援し，励ます。 

 
 
 
 
 
 
 



（４）展開 
 学習内容 学習活動 ･留意点，☆評価 
      

 
 
導 
入 
 

 

10 

分 

１. 前時の復習 
（炭酸水素ナト

リウムの分解） 
 
２. 学習課題設定 
 
 
 
 
 
 

・炭酸水素ナトリウムを加熱すると３

つの物質に分解できたことを確認す

る。 
 
･発問「これは何か」について考える。 
 
･本時の学習課題を設定する。 

･ノート，教科書を閉じ，

前時の授業を振り返らせ

る。 
 
･酸化銀を見せ，興味を持

たせる。 
 

 
 
展

開 
 

 

30 

分 

３. 課題について
の予想，討論 

 
 
 
４. 実験（酸化銀の
分解） 

 
 
 
 
 
５. 結果発表 

･課題について予想する。（個人） 
･課題について討論する。（班） 
･課題について見通しを持つ。（学級） 
 
 
･実験方法及び注意を聞き，実験を行

う。 
･様子の変化を観察する。 
･生成した物質の同定を行う。 
･結果をノートに記録し，考察する。（個

人） 
 
･結果について討論する（班） 
･結果を発表する。（学級） 

☆自分の考えをノートに

書いているか。 
☆興味を持って，討論に参

加しているか。（技能・

表現） 
･ガスバーナーの使い方や

試験管を熱するときの注

意事項など安全面に関す

ることを指示する。 
☆意欲を持ち，班で協力し

て安全に実験を行って

いるか。（技能・表現） 
 
☆ノートに結果がまとめ

られているか。 
 
終

末 
10 

分 

６. まとめ 
 
 
 

･酸化銀を熱すると，銀と酸素ができる

ことを発表する。 
･分解について説明する。 
･化学変化と状態変化の違いを説明す

る。 
･授業の感想を発表する。 

☆実験結果をもとに，自分

の言葉で発表できたか。

（知識・理解） 

 

酸化銀を熱して，できた物質を調べよう。       

【生徒の役割】なぜ，どうしてを大切にします。 
【教師の役割】考えさせる場面をつくります。 


